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Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
（
５
月
19
日
～
21
日
）
を
前
に
し
て
、
Ｗ

Ｃ
Ｒ
Ｐ
主
催
「
宗
教
者
に
よ
る
祈
り
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
、
広

島
の
「
世
界
平
和
記
念
聖
堂
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は

約
2
0
0
名
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
世
界
11
カ
国
か
ら
、
約
3
0
0

名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
世
界
の
諸
宗
教
者
が
、
真
の
平
和
に

向
け
て
、
と
も
に
祈
り
、
考
え
、
意
見
交
換
を
す
る
機
会
を
持
つ

こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
、
諸
宗
教
者
の
一
人
と
し
て
、
大
変
、
う

れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
で
、
核
兵
器
廃
絶
の
分
野
の
た
め
に
発
信

さ
れ
た
「
広
島
ビ
ジ
ョ
ン
」
は
、「
核
不
拡
散
条
約
」（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）

の
体
制
の
確
認
に
と
ど
ま
り
、
大
き
な
進
展
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
し
か
し
、
Ｇ
７
の
首
脳
た
ち
が
原
爆
資
料
館
を
訪
問
し
、

慰
霊
碑
に
献
花
さ
れ
た
こ
と
は
、
被
爆
者
の
想
い
が
首
脳
た
ち
の

今
後
の
発
言
や
取
り
組
み
に
影
響
を
及
ぼ
す
要
因
に
な
っ
て
行
く

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
カ
ナ
ダ
の
ト
ル
ド
ー
首
相
は
、
サ
ミ

ッ
ト
の
公
式
日
程
を
終
え
た
後
、
個
人
的
に
ゆ
っ
く
り
と
原
爆
資

料
館
を
訪
問
す
る
こ
と
を
望
ま
れ
、
再
訪
し
て
い
ま
し
た
。
と
く

に
世
界
で
指
導
的
な
立
場
に
あ
る
方
々
の
心
に
根
本
的
な
変
化
が

な
け
れ
ば
、
核
軍
縮
、
そ
し
て
核
兵
器
廃
絶
を
実
現
し
て
い
く
こ

と
は
不
可
能
で
す
。
Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
を
機
会
に
、
新
た
な
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
た
ロ
ー
マ
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
、
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

　
「
21
世
紀
の
多
極
化
し
た
世
界
に
お
い
て
、平
和
を
追
求
す
る
こ

と
は
、
安
全
保
障
の
必
要
性
と
そ
れ
を
保
証
す
る
た
め
の
最
も
効

率
的
な
手
段
に
関
す
る
考
察
に
、
密
接
な
関
係
が
あ
る
こ
と
が
、

ま
す
ま
す
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
考
察
に
お
い

て
、
世
界
規
模
の
安
全
保
障
と
い
う
も
の
が
、
食
料
と
水
へ
の
ア

ク
セ
ス
、
環
境
の
尊
重
、
医
療
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
、
世
界
の
富
の

公
平
な
分
配
な
ど
と
い
っ
た
諸
問
題
を
包
含
す
る
総
合
的
な
も
の

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

総
合
的
な
安
全
保
障
の
概
念
は
、
多
国
間
、
ま
た
政
府
・
非
政
府

間
の
国
際
協
力
を
支
持
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
諸
問
題
の

間
に
は
深
い
相
互
関
連
が
あ
り
、
責
任
あ
る
多
国
間
協
力
の
ア
プ

ロ
ー
チ
を
共
に
採
用
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
」

　
「
総
合
的
な
安
全
保
障
」構
築
の
た
め
に
、
責
任
あ
る
多
国
間
協

力
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、人
間
の
心
の
変
化
を
土
台
と
し
て
い
ま
す
。

多
国
間
協
力
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
一
つ
の
次
元
と
し
て
、
世
界
の
諸

宗
教
者
が
、
人
々
の
心
の
中
に
、
人
類
家
族
の
共
通
の
家
（
地
球
）

を
大
切
に
し
、
自
然
と
調
和
し
、
皆
が
協
力
し
て
と
も
に
生
き
て

行
く
「
友
愛
と
連
帯
を
生
み
出
す
力
」
と
な
る
こ
と
が
で
き
れ
ば

と
願
っ
て
い
ま
す
。

「未来に向けてともに歩む」

カトリック広島教区
司 教

白浜　満
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第
44
回
理
事
会

　

第
44
回
理
事
会
が
６
月
２
日
、
カ
ト
リ
ッ
ク
東

京
大
司
教
区
関
口
会
館
ケ
ル
ン
ホ
ー
ル
（
東
京
都

文
京
区
）で
オ
ン
ラ
イ
ン
を
併
用
し
開
催
さ
れ
た
。

理
事
23
人
が
出
席
し
、「
日
本
委
員
会
人
事
」「
２

０
２
２
年
度
事
業
報
告
」「
２
０
２
２
年
度
決
算
報

告
」「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
に
対
す
る
支
援
」「
ト
ル

コ
・
シ
リ
ア
地
震

へ
の
対
応
」
に
つ

い
て
審
議
し
、
す

べ
て
可
決
さ
れ
た
。

　

会
議
に
先
立

ち
、
理
事
、
監
事

一
行
は
東
京
カ
テ

ド
ラ
ル
聖
マ
リ
ア

大
聖
堂
で
の
礼
拝

に
参
加
し
た
。

　

理
事
会
の
冒

頭
、
受
け
入
れ
教

団
を
代
表
し
て
カ

ト
リ
ッ
ク
東
京
大

司
教
区
の
浦
野
雄

二
事
務
局
長
が
あ

い
さ
つ
を
行
っ
た
。

　

審
議
事
項
で

は
、
２
０
２
２
年

度
の
事
業
報
告
な
ら
び
に
決
算
報
告
が
行
わ
れ
、

質
疑
応
答
を
経
て
可
決
さ
れ
た
。
ま
た
「
ウ
ク
ラ

イ
ナ
情
勢
に
対
す
る
支
援
」
で
は
、
本
年
度
に
日

本
で
開
催
を
予
定
す
る
第
２
回
諸
宗
教
平
和
円
卓

会
議
（
仮
称
）
に
つ
い
て
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。

ま
た
、「
ト
ル
コ
・
シ
リ
ア
地
震
へ
の
対
応
」
で

は
、
災
害
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
を
中
心
に
実
施
さ
れ

た
こ
れ
ま
で
の
支
援
状
況
に
つ
い
て
審
議
を
行
っ

た
。
報
告
事
項
で
は
、
理
事
長
業
務
執
行
状
況
、

２
０
２
３
年
度
年
間
予
定
、
ア
ジ
ア
宗
教
者
平
和

会
議
、
難
民
支
援
、
特
別
事
業
部
門
、
常
設
機
関

か
ら
の
報
告
が
行
わ
れ
た
。

第
26
回
評
議
員
会

　

第
26
回
評
議
員
会
が
６
月
23
日
、
東
大
寺
総
合

文
化
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル
（
奈
良
県
奈
良
市
）
で

オ
ン
ラ
イ
ン
を
併

用
し
開
催
さ
れ
、

７
人
の
評
議
員
が

参
加
し
た
。

　

会
議
に
先
立

ち
、
現
地
で
参
加

し
た
評
議
員
、
監

事
は
東
大
寺
の
大

仏
殿
を
参
拝
し
、

北
河
原
公
敬
評
議

員（
東
大
寺
長
老
）

導
師
の
も
と
、
読

経
供
養
に
参
加
し

た
。

　

評
議
員
会
で

は
、
受
け
入
れ
教

団
を
代
表
し
て
東

大
寺
の
上
司
永
照

執
事
長
が
あ
い
さ

つ
し
、
２
０
１
０

年
に
東
大
寺
で
開
催
し
た
「
Ａ
Ｒ
Ｍ
Ｓ 

Ｄ
Ｏ
Ｗ

Ｎ
！
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
や
こ
れ
ま
で
の
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ

日
本
委
員
会
と
の
協
働
に
つ
い
て
話
し
た
。

　

評
議
員
会
で
は
、「
日
本
委
員
会
人
事
」「
２
０

２
２
年
度
事
業
報
告
」「
２
０
２
２
年
度
決
算
報

告
」に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、す
べ
て
可
決
さ
れ
た
。

　

日
本
委
員
会
人
事
で
選
任
さ
れ
た
役
員
は
次
の

通
り
。（
敬
称
略
）

理
事
（
評
議
員
会
で
選
任
）

退
任
：  

齋
藤
郁
雄
（
神
宮
司
廳
前
総
務
部
長
・
神

宮
少
宮
司
）

退
任
： 

森
元
亨
（
曹
洞
宗
宗
議
会
議
員
・
東
昌
寺

住
職
）

就
任
：
久
田
哲
也
（
神
宮
司
廳
総
務
部
長
）

就
任
： 

来
馬
宗
憲
（
曹
洞
宗
宗
議
会
議
員
・
江
岸

寺
住
職
）

大聖堂での礼拝理事会の様子

大仏殿を参拝する評議員

評議員会の様子
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ア
ジ
ア
宗
教
者
平
和
会
議（
Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
）フ
ィ
リ
ピ
ン
・

ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
で
執
行
委
員
会
の
開
催

　

Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
執
行
委
員
会
が
５
月
23
日
か
ら
25
日

ま
で
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
ダ
バ
オ
市

で
開
催
さ
れ
、
ア
ジ
ア
17
カ
国
か
ら
44
人
（
会
場

30
人
、
オ
ン
ラ
イ
ン
14
人
）
が
出
席
し
た
。

　

執
行
委
員
会
は
毎
年
開
催
さ
れ
て
お
り
、
過
去

３
年
間
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ま
ん
延
の
影
響

の
た
め
オ
ン
ラ

イ
ン
で
開
か
れ

た
が
、
本
年
は

対
面
と
オ
ン
ラ

イ
ン
を
併
用
し

て
実
施
さ
れ
た
。

　

開
催
地
で
あ

る
ミ
ン
ダ
ナ
オ

島
は
、
半
世
紀

に
わ
た
っ
て
フ

ィ
リ
ピ
ン
政
府

と
様
々
な
反
政

府
系
組
織
と
の

紛
争
が
勃
発
し

て
き
た
。
執
行

委
員
会
の
開
催

に
あ
た
っ
て

は
、
Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
の

行
動
理
念
の
一
つ

で
あ
る
「
宗
教
者

に
よ
る
紛
争
和
解

の
実
践
」
と
い
う

観
点
か
ら
ダ
バ
オ

市
で
開
催
さ
れ
た
。

　

開
催
前
か
ら
執

行
委
員
会
は
、
ダ

バ
オ
市
の
メ
デ
ィ
ア
や
政
治
家
か
ら
多
く
の
注
目

を
浴
び
た
。
そ
れ
は
、
ア
ジ
ア
の
宗
教
指
導
者
が

紛
争
の
影
響
が
色
濃
く
残
る
ダ
バ
オ
に
集
い
、
平

和
構
築
を
試
み
る
か
ら
で
あ
っ
た
。
Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
の

篠
原
祥
哲
事
務
総
長
は
、５
月
21
日
に
記
者
会
見
、

22
日
に
は
ダ
バ
オ
市
議
会
で
執
行
委
員
会
が
同
市

で
開
催
さ
れ
る
意
義
に
つ
い
て
報
告
し
た
。（
写
真

上
段
）

　

５
月
23
日
は
歓
迎
夕
食
会
が
開
か
れ
、
ダ
バ
オ

市
の
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
・
ド
ゥ
エ
ル
テ
市
長
の
代
理

と
し
て
テ
ム
ジ
ン
・
オ
カ
ン
ポ
市
議
会
議
員
が
出

席
し
、
Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
執
行
委
員
会
に
対
し
て
の
ダ
バ

オ
市
に
よ
る
全
面
的
な
サ
ポ
ー
ト
が
表
明
さ
れ

た
。

　

５
月
24
日
に
開
か
れ
た
開
会
式
で
は
、
Ｗ
Ｃ
Ｒ

Ｐ
国
際
委
員
会
の
ア
ッ
ザ
・
カ
ラ
ム
事
務
総
長
が

ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
中
で
、Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
は
Ｗ
Ｃ
Ｒ

Ｐ
の
母
な
る
組
織

で
あ
り
、
有
意
義

な
活
動
を
行
っ
て

い
る
と
、
執
行
役

員
を
称
え
た
。
あ

い
さ
つ
に
立
っ
た

Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
の
デ
ス

モ
ン
ド
・
カ
ー
ヒ

ル
実
務
議
長
は
、
Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
は
現
在
、
フ
ラ
ッ
グ

シ
ッ
プ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
に
お
い
て
活
発
に

活
動
を
展
開
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
加
え
て
、

Positive Peace 

や A
sian Spiritualities 

と
い
っ

た
新
た
な
考
え
方
に
も
と
づ
く
活
動
を
実
施
し
て

い
き
た
い
と
語
っ
た
。

　

開
会
式
の
後
は
、Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
役
員
構
成
の
確
認
、

東
テ
ィ
モ
ー
ル
、
フ
ィ
ジ
ー
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な

ど
の
国
内
委
員
会
の
状
況
説
明
な
ど
が
行
わ
れ

た
。
そ
し
て
、
篠
原
事
務
総
長
よ
り
、
２
０
２
２

年
の
活
動
総
括
と
２
０
２
３
年
の
活
動
方
針
・
内

容
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

　

Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
日
本
委
員
会
か
ら
フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ

プ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
た
め
に
３
０
０
０
万
円
の

資
金
助
成
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
２
０
２

２
年
に
六
つ
の
地
域
で
活
発
な
事
業
が
実
施
さ
れ

た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
２
０
２
３
年

は
、さ
ら
に
新
た
な
地
域
で
、フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ
・

ダバオ市議会で報告する篠原事務総長

開会挨拶：ACRPカーヒル実務議長
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プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
て
い
く
こ
と
が
共
有

さ
れ
た
。
ま
た
、
昨
年
か
ら
子
ど
も
や
女
性
へ
の

暴
力
防
止
の
た
め
に
、
Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
と
ユ
ニ
セ
フ
と

の
合
同
事
業
が
南
ア
ジ
ア
地
域
で
展
開
さ
れ
て
い

る
こ
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。こ
の
事
業
に
よ
っ
て
、

南
ア
ジ
ア
の
Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
の
国
内
委
員
会
が
、
実
際

に
暴
力
を
抑
止
す
る
行
動
を
行
っ
て
い
る
と
同
時

に
、そ
れ
ぞ
れ
の
国
内
委
員
会
の
強
化
が
図
ら
れ
、

活
動
資
金
調
達
に
も
よ
い
影
響
が
も
た
ら
さ
れ
て

い
る
こ
と
の
成
果
が
示
さ
れ
た
。
ま
た
、
パ
キ
ス

タ
ン
、
ネ
パ
ー
ル
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
な
ど
の
国

に
お
い
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
用
い
た
暴
力
防
止
へ
の
啓

発
活
動
も
活
発
に
な
っ
た
。
２
０
２
３
年
は
、
こ

の
ユ
ニ
セ
フ
と
の
合
同
事
業
を
南
ア
ジ
ア
の
み
な

ら
ず
、
東
南
ア
ジ
ア
や
太
平
洋
地
域
に
も
広
げ
て

い
く
方
向
性
を
確
認
し
た
。

　

ま
た
、２
０
２
３
年
に
は
Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
の
青
年
、
女

性
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
よ
り
一
層

強
化
す
る
こ
と

が
決
ま
っ
た
。

青
年
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
Ａ
Ｐ

Ｉ
Ｙ
Ｎ
は
、
今

後
３
年
間
の
将

来
構
想
で
あ
る

「
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｙ
Ｎ

ア
ジ
ェ
ン
ダ
２

０
２
６
」
を
発

表
し
、
核
兵
器

廃
絶
と
人
間

の
安
全
保
障

の
重
要
性
を
訴
え
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
Ａ
Ｐ
Ｗ
ｏ

Ｆ
Ｎ
は
、
人
身
取
引
防
止
、
気
候
変
動
へ
の
取
り
組

み
、
そ
し
て
平
和
構
築
の
事
業
を
継
続
的
に
実
施

す
る
。

　

ま
た
、
２
０
２
６
年
が
Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
創
設
50
周
年

で
あ
り
、
こ
の
年
に
第
10
回
Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
大
会
の
開

催
が
見
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
２
０
２
３
年

中
に
、
大
会
に
向
け
た
準
備
を
開
始
す
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
た
。

　

人
事
事
項
と
し
て
、
根
本
信
博
師
（
立
正
佼
成

会
参
務
）
の
Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
ス
ペ
シ
ャ
ル
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
へ
の
就
任
が
決
ま
っ
た
。

　

会
議
２
日
目
の
５
月
25
日
に
は
、
各
国
委
員
会

の
活
動
報
告
が
行
わ
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
会

は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る

活
動
を
積
極
的
に
行
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

ま
た
、
子
ど
も
へ
の
暴
力
に
対
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
の
開
催
や
、
気
候
変
動
対
策
、
諸
宗
教
の
相

互
理
解
な
ど
の
取
り
組
み
を
精
力
的
に
行
っ
た
。

Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
ミ
ン
ダ
ナ
オ
ピ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
は
５
月
25
日
、
ミ
ン
ダ
ナ
オ
紛
争
の

和
解
に
向
け
た
「
Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
ミ
ン
ダ
ナ
オ
ピ
ー
ス

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
た
。
Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
の
執
行

委
員
を
は
じ
め
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
イ
シ
ド
ロ
・
プ

リ
シ
マ
大
統
領
顧
問
や
カ
ト
リ
ッ
ク
の
オ
ラ
ン

ド
・
ク
ベ
ド
枢
機
卿
ら
ミ
ン
ダ
ナ
オ
の
宗
教
指
導

者
な
ど
約
１
０
０
人
が
出
席
し
た
。

　

会
合
で
は
、
紛
争
が
激
化
し
た
地
域
の
宗
教
者

に
よ
る
信
頼
醸
成
の
重
要
性
や
青
年
層
の
暴
力
の

ト
ラ
ウ
マ
緩
和
の
取
り
組
み
の
必
要
性
な
ど
に
つ

い
て
話
し
合
っ
た
。
そ
し
て
、
会
合
の
最
後
に
宣

言
文
が
発
表
さ
れ
、
異
な
る
宗
教
間
の
対
話
交
流

の
促
進
や
貧

困
地
域
に
お

け
る
人
道
支

援
な
ど
Ａ
Ｃ

Ｒ
Ｐ
の
ミ
ン

ダ
ナ
オ
和
解

に
向
け
た
新

た
な
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
実

施
が
発
表
さ

れ
た
。

ACRP執行委員会

ACRPスペシャルアドバ
イザーに就任した根本師

ミンダナオピースフォーラム
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ト
ル
コ
・
シ
リ
ア
地
震
支
援
活
動
レ
ポ
ー
ト

　

Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
日
本
委
員
会
が
財
的
支
援
を
行
っ
た

団
体
よ
り
活
動
レ
ポ
ー
ト
が
寄
せ
ら
れ
た
。

■
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
パ
ル
シ
ッ
ク

　

2
0
2
3
年
２
月
６
日
、
ト
ル
コ
南
東
部
の
シ

リ
ア
国
境
地
域
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
８
の
地

震
が
発
生
し
、
パ
ル
シ
ッ
ク
は
、
発
災
翌
日
か
ら

寄
付
を
呼
び
か
け
、
シ
リ
ア
で
の
緊
急
支
援
を
開

始
し
ま
し
た
。

　

シ
リ
ア
北
部
を
襲
っ
た
地
震
に
よ
り
、
シ
リ
ア

国
内
で
は
５
９
０
０
人
以
上
が
亡
く
な
り
、
被
災

者
は
８
８
０
万
人
に
上
り
ま
す
。
同
じ
被
災
地
の

ト
ル
コ
と
大
き
く
状
況
が
違
う
の
は
、
シ
リ
ア
は

２
０
１
１
年
に
発
生
し
た
シ
リ
ア
危
機
以
来
、
内

戦
状
態
に
あ
る
と
い
う
点
で
す
。
被
災
地
の
シ
リ

ア
北
部
は
政
府
支
配
地
域
と
反
政
府
支
配
地
域
が

接
す
る
境
界
地
域
に
あ
た
り
、
発
生
直
後
か
ら
、

政
府
の
支
配
が
及
ば
な
い
地
域
へ
の
支
援
の
遅
れ

が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
地
域
で
は
震
災
前

か
ら
数
百
万
人
が
国
内
避
難
民
と
な
り
、
住
民
の

大
半
が
国
連
な
ど
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
暮
ら
し

て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
地
震
に
よ
り
35
万
人
が

避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
被
災
者
は
二
重
・
三
重

の
苦
し
み
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

パ
ル
シ
ッ
ク
は
提
携
団
体
を
通
じ
て
、
地
震
に

よ
り
家
や
仕
事
を
失
っ
た
被
災
者
と
受
け
入
れ
て

い
る
ホ
ス
ト
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
４
３
５
世
帯
に
食

料
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
配
付
し
ま
し
た
。
配
付
を
行
っ

た
難
民
キ
ャ
ン
プ
は
、
内
戦
に
よ
り
元
々
避
難
生

活
を
続
け
て
い
た
国
内
避
難
民
に
加
え
、
多
く
の

地
震
被
災
者
を
受
け
入
れ
、
食
料
不
足
が
深
刻
に

な
っ
て
い
ま
し

た
。
さ
ら
に
、

震
災
後
は
Ｎ
Ｇ

Ｏ
の
支
援
が
地

震
の
被
害
が
最

も
大
き
い
ト
ル

コ
国
境
地
帯
に

集
中
し
、
食
料

支
援
が
止
ま
っ

て
い
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
状

況
下
で
食
料
バ

ス
ケ
ッ
ト
を
配

付
す
る
こ
と
で

一
時
的
な
食
へ

の
ア
ク
セ
ス
を

確
保
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し

た
。
配
付
の
日

に
、
食
料
バ
ス

ケ
ッ
ト
の
ト
ラ

ッ
ク
が
キ
ャ
ン

プ
に
到
着
す
る

と
、
キ
ャ
ン
プ

で
生
活
す
る
家

族
が
ト
ラ
ッ
ク

の
周
り
に
集
ま

り
、
安
ど
の
表

情
を
し
て
い
ま

し
た
。

　
「
配
付
が
あ

る
ま
で
は
、
キ

ャ
ン
プ
内
に
い
る
親
族
か
ら
、
お
す
そ
分
け
を
も

ら
い
な
が
ら
生
活
を
し
て
い
た
け
れ
ど
、
他
の
家

族
も
食
料
が
足
り
な
い
中
、
申
し
訳
な
い
気
持
が

あ
っ
た
。
食
料
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
受
け
取
り
、
し
ば

ら
く
自
分
た
ち
の
食
事
が
何
と
か
な
り
ホ
ッ
と
し

た
」
と
い
う
声
を
聞
き
ま
し
た
。

　

世
界
宗
教
者
平
和
会
議
（
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
）
日
本
委

員
会
の
皆
さ
ま
か
ら
頂
い
た
ご
寄
付
で
多
く
の
人

に
支
援
を
届
け
る
こ
と
が
で
き
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
復
興
に
は
長
い

時
間
が
か
か
り
ま
す
が
、
被
災
者
た
ち
の
当
た
り

前
の
生
活
が
一
日
で
も
早
く
戻
る
よ
う
に
、
パ
ル

シ
ッ
ク
は
復
興
に
向
け
て
、
で
き
る
支
援
を
続
け

て
い
き
ま
す
。
引
き
続
き
被
災
地
の
人
び
と
に
心

を
寄
せ
て
頂
け
る
と
う
れ
し
い
で
す
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

パスタ、油、豆、缶詰などを配付テントに食糧バスケットを持ち帰る家族

取りに来られない家族には、スタッフが配達
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2023・７・20

平
和
研
究
所 

第
２
回
研
究
会

 

金
子 

昭
所
員

　

平
和
研
究
所
の
第
２
回
研
究
会
は
５
月
23
日
、

普
門
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
東
京
・
杉
並
／
オ
ン

ラ
イ
ン
併
用
）
で
開
催
さ
れ
、
金
子
昭
所
員
（
天

理
大
学
お
や
さ
と
研
究
所
教
授
）
が
『
人
間
性
と

そ
の
回
復
に
関
わ
る
問
題
領
域
の
再
検
討
』
を

テ
ー
マ
に
発
表
し
た
。

　

金
子
所
員
は
ま
ず
、「
人
間
性
と
は
、
人
間
を
し

て
人
間
た
ら
し
め
る
性
質
・
本
質
」
と
指
摘
。
さ

ら
に
、
人
間
性
と
い
う
言
葉
に
は
複
数
の
意
味
が

内
在
し
て
い
る
と
し
て
、
①
あ
る
が
ま
ま
の
人
間

の
本
性
、
人
間
の
自
然
な
あ
り
方
②
あ
る
べ
き
人

間
の
理
想
、
人
間
を
高
次
の
人
間
た
ら
し
め
る
本

質
③
人
間
の
基
本
的
権
利
、
人
権
④
集
合
名
詞
と

し
て
の
人
類
、
全
体
と
し
て
の
人
間
⑤
決
し
て
侵

し
て
は
な
ら
な
い
尊
厳
あ
る
人
間
の
あ
り
よ
う
、

人
道
性
―
―
を
挙
げ
た
。

　

宗
教
に
お
け
る
人
間
性
と
し
て
は
、
キ
リ
ス
ト

教
の
「
隣
人
愛
」、
仏
教
の
「
同
体
大
悲
、
無
縁
大

慈
」
な
ど
が
あ
た
る
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
た
。

　

ま
た
、
人
間
主
義
＝
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
に
は
、

「
人
間
が
よ
り
人
間
ら
し
い
生
き
方
が
で
き
る
よ

う
、
人
間
性
を
促
進
さ
せ
る
積
極
的
側
面
、
す
な

わ
ち
、
も
と
も
と
人
間
に
備
わ
っ
て
い
る
人
間
性

を
プ
ラ
ス
の
方
向
に
伸
ば
し
て
い
く
側
面
」
と
、

「
人
間
が
い
ま
陥
っ
て
い
る
非
人
間
的
な
境
遇
か

ら
人
間
を
助
け
出
す
よ
う
、
人
間
の
尊
厳
と
人
権

擁
護
の
思
想
と
し
て
展
開
す
る
、
す
な
わ
ち
マ
イ

ナ
ス
な
部
分
を
な
く
し
て
い
く
消
極
的
側
面
」
の

二
つ
の
側
面
が
あ
る
と
し
、
こ
の
二
つ
が
相
ま
っ

て
「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
実
践
思
想
と
な
る
の
で

は
な
い
か
」
と
語
っ
た
。

　

一
方
、
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
対
極
と
し
て
戦
争

を
挙
げ
、
平
和
な
時
代
に
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
を
語

る
の
は
誰
で
も
で
き
る
が
、
実
際
に
戦
争
に
な
っ

た
場
面
で
は
、
兵
士
が
敵
を
殺
さ
な
く
て
は
な
ら

な
い
と
い
う
不
条
理
な
状
態
に
陥
っ
て
し
ま
う
と

述
べ
、
戦
争
時
に
お
け
る
「
人
道
に
対
す
る
罪
」

を
解
説
し
な
が
ら
、
戦
争
犯
罪
を
裁
く
た
め
の
国

際
法
規
的
規
準
な
ど
を
紹
介
し
た
。

　

最
後
に
、「
人
間
性
の
擁
護
者
と
し
て
の
宗
教
者

の
役
割
と
課
題
」
と
し
て
、「
宗
教
者
は
何
よ
り
も

『
平
和
を
つ
く
る
人
』で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し

た
が
っ
て
、
基
本
姿
勢
は
非
暴
力
、
非
服
従
、
す

な
わ
ち
武
力
介
入
に
は
加
担
し
な
い
」
と
い
う
姿

勢
を
示
し
た
。
そ
し
て
「
た
だ
し
、
宗
教
者
も
常

に
自
己
反
省
を
し
な
が
ら
人
間
性
の
擁
護
者
と
し

て
、
自
ら
の
役
割
を
自
覚
し
て
い
か
な
く
て
は
な

ら
な
い
」
と
述
べ
た
。

平
和
研
究
所 

第
３
回
研
究
会

 
森 
伸
生
所
員

　

第
３
回
研
究
会
は
６
月
27
日
、
普
門
メ
デ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
（
東
京
・
杉
並
／
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
）

で
開
催
さ
れ
、森
伸
生
所
員（
拓
殖
大
学
イ
ス
ラ
ー

ム
研
究
所
所
長
）
が
『
イ
ス
ラ
ー
ム
の
食
規
範
と

ハ
ラ
ー
ル
認
証
状
況
』
と
題
し
て
発
表
し
た
。

　

森
所
員
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
儀
式
的
信
仰
行
為

の
一
つ
に
ラ
マ
ダ
ー
ン
を
挙
げ
、「
ラ
マ
ダ
ー
ン
月

の
斎
戒
は
１
年
に
１
度
、
１
カ
月
に
わ
た
っ
て
行

わ
れ
、
飲
食
な
ど
を
制
御
す
る
こ
と
で
自
制
心
を

養
い
、
信
仰
心
を
深
め
る
重
要
な
実
践
で
あ
る
」と

述
べ
た
。
そ
し
て
、ラ
マ
ダ
ー
ン
月
の
終
わ
り
に
は

ム
ス
リ
ム
た
ち
が
共
に
祝
う
断
食
明
け
の
祭
り
が

あ
り
、
こ
れ
は
「
斎
戒
が
終
了
し
、
互
い
を
祝
福

し
合
う
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
共
同
体
と
し
て
の

絆
を
強
め
る
た
め
の
重
要
な
行
事
だ
」と
語
っ
た
。

　

ま
た
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
食
の
作
法
に
言
及
し
、

①
「
ア
ッ
ラ
ー
の
名
に
よ
っ
て
」
と
唱
え
て
食
事

を
始
め
る
②
飲
食
後
に
は
ア
ッ
ラ
ー
を
讃
美
す
る

③
食
事
は
グ
ル
ー
プ
で
と
る
こ
と
を
推
奨
④
右
手

を
使
っ
て
飲
食
す
る
⑤
過
食
や
少
食
の
注
意
⑥
合

法
（
ハ
ラ
ー
ル
）
で
良
い
（
タ
イ
イ
ブ
）
を
食
す

―
―
を
そ
れ
ぞ
れ
解
説
し
た
。

　

そ
の
後
、
⑥
で
示
さ
れ
た
ハ
ラ
ー
ル
に
つ
い
て

詳
述
。「
水
棲
動
物
は
ク
ル
ア
ー
ン
（
イ
ス
ラ
ー
ム

の
啓
典
）
で
ハ
ラ
ー
ル
と
さ
れ
て
い
る
が
、
一
部

の
法
学
派
に
見
解
の
相
違
が
あ
る
」「
陸
棲
動
物
で

禁
じ
ら
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
極
度
の
飢
え

な
ど
の
緊
急
事
態
の
場
合
は
罪
に
な
ら
な
い
」
な

ど
、
幅
広
い
食
の
規
範
を
紹
介
し
た
。

　

さ
ら
に
、
ハ
ラ
ー
ル
に
は
多
種
多
様
な
認
証
規

格
が
あ
る
が
、
信
徒
個
々
人
の
信
仰
に
よ
る
ハ

ラ
ー
ル
規
定
が
同
時
進
行
し
て
い
る
と
も
述
べ
た
。
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ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ「
路
上
で
暮
ら
す

子
ど
も
が
い
な
い
未
来
へ
―
フ
ィ
リ
ピ
ン
の

ス
ト
リ
ー
ト
チ
ル
ド
レ
ン
37
万
人
を

Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
に
し
よ
う
！
」
が
目
標
達
成
！

　

ア
ジ
ア
宗
教
者
平
和
会
議
（
Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
）
東
京

と
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
ジ
ア
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

セ
ン
タ
ー
21
（
Ａ
Ｃ
Ｃ
21
）
が
４
月
21
日
か
ら
５

月
31
日
に
か
け
て
実
施
し
た
同
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
は
、
延
べ
１
０
８
人
・
団
体
か
ら
２
２

４
万
１
０
０
０
円
の
寄
付
を
頂
き
、
２
０
０
万
円

の
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
寄
せ

ら
れ
た
浄
財
は
Ａ
Ｃ
Ｃ
21
の
「
路
上
で
暮
ら
す
若

者
の
自
立
支
援
」
と
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
核
兵
器
廃

絶
国
際
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
）
の
「
路
上

の
子
ど
も
の
予
防
と
早
期
介
入
の
た
め
の
基
盤
構

築
」
の
各
事
業
で
活

用
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
同
時
に
呼
び

か
け
が
行
わ
れ
た
２

０
３
０
km
を
目
標
と

し
た
応
援
ラ
ン
＆
ウ

オ
ー
ク
の
取
り
組
み

で
は
、
38
人
に
ご
参

加
を
頂
き
、
合
計
３

W
C
R
P
7
月
20
日
号
令
和
五
年
七
月
二
十
日
発
行
（
毎
月
一
回
二
十
日
発
行
）

第
五
二
五
号
発
行
人
・
戸
松
義
晴

発
行
所
・
公
益
財
団
法
人 

世
界
宗
教
者
平
和
会
議
日
本
委
員
会

〒
一
六
六–

八
五
三
一　

東
京
都
杉
並
区
和
田
二–

七–

一
（
普
門
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
内
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：（
〇
三
）
三
三
八
四–

二
三
三
七　

HP

：ww
w
.w
crp.or.jp　

E-m
ail

：rfpj-info@
w
crp.or.jp

（　
　
　
　
　

   

）

頒
価
一
〇
〇
円
一
年
分
一
、〇
〇
〇
円  （
送
共
）

賛
助
会
員
の
購
読
料
に
つ
い
て
は
、

会
費
に
含
ま
れ
て
い
る
。　

 　
　
　

奇
跡
の
キ
ノ
コ
と
も
言
わ
れ
、「
幸
せ
を
呼
ぶ
」「
願

い
が
叶
う
」と
い
う
花
言
葉
が
つ
い
て
い
る
そ
う
で
、

Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
の
将
来
を
予
見
す
る
よ
う
で
す
。

《
７
月
》

１
日　

 

人
身
取
引
防
止
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス 

オ
ン
ラ

イ
ン
学
習
会

５
日　

 

人
身
取
引
防
止
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
第
１
回
会

合
（
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）

10
日　

 

災
害
対
応
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
第
１
回
会
合

（
東
京
・
普
門
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
／
オ
ン
ラ

イ
ン
併
用
）

14
日　

 

気
候
危
機
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
「
い
の
ち
の
森

安
全
祈
願
祭
」（
埼
玉
・
所
沢
）

20
日　

 

女
性
部
会
第
２
回
委
員
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
開

催
）

22
～
23 

日　

和
解
の
教
育
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
セ
ミ

ナ
ー
（
東
京
・
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
総

合
青
少
年
セ
ン
タ
ー
）

24
日　

 

平
和
研
究
所
第
４
回
所
員
会
議
・
研
究
会
（
オ

ン
ラ
イ
ン
開
催
）

�

掲
載
内
容
の
無
断
転
載
を
禁
ず
。

Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
の
活
動

今
月
の
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
新
熟
語

　

Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
事
務
局
が
日
常
の
中
で
感
じ
た
こ
と
を

漢
字
２
文
字
で
表
し
、
新
し
い
熟
語
を
作
り
ま
す
。

　

事
務
所
の
観
葉
植
物
の
鉢
に
、
発
生
し
て
す
ぐ
の

幼
体
が
そ
の
姿
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
「
お
釈
迦
さ

ま
の
キ
ノ
コ
」
と
通
称
さ
れ
る
コ
ガ
ネ
キ
ヌ
カ
ラ
カ

サ
タ
ケ
が
生
え
ま
し
た
。
短
命
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

稀
茸
（
き
せ
き
）

* --* --* --* --* --* --* --* --* --* --* --* --* -*-*-

* --* --* --* --* --* --* --* --* --* --* --* --*

-*-*- ２
７
８
・
66 

km
に
達
し
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
最
終
日
に
あ
た
る
５
月
31
日

に
は
、「
路
上
で
暮
ら
す
子
ど
も
の
い
な
い
未
来

へ
」
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
終
了
直
前
ト
ー

ク
ラ
イ
ブ
が
開
催
さ
れ
、
最
後
の
募
金
の
呼
び
か

け
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
直
前
に
マ
ニ
ラ
を
訪

問
し
、
ス
ト
リ
ー
ト
チ
ル
ド
レ
ン
の
現
状
を
視
察

し
た
Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
ス
タ
ッ
フ
か
ら
は
、
子
ど
も
た
ち

が
苦
境
か
ら
立
ち
直
る
に
は
、
外
部
か
ら
の
継
続

的
な
支
援
が
決
定
的
に
重
要
と
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

　

ご
協
力
を
頂
い
た
皆
さ
ま
、
誠
に
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

コングラントHPより


